
本
讃
寺
蔵

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
考

ー
十
巻
本
系
写
本

の
補
考
を
か
ね
て
i

塩

出

貴

美

子

弘
法
大
師
空
海
の
伝
記
絵
巻
に
は
種
々
の
作
品
が
あ
る
が
、
最
も
多
く
流
布
し

た
の
は
十
巻
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
系
統

で
あ
る
。
現
存
作
品
に
限

っ
て

み
て
も
、
元
応
元
年

(
一
三

一
九
)
の
年
記
を
持

つ
白
鶴
美
術
館
本
を
は
じ
め
と

し
、
延
暦
寺
本

(応
永
十
四
年
、

一
四
〇
七
)
、
個
人
蔵
本

(文
明
六
年
、

一
四

七
四
)
、
大
蔵
寺
本

(延
徳
二
年
、

一
四
九
〇
)、
宝
集
寺
本

(永
正
三
年
、

一
五

〇
六
)
等
が
あ
り
、
こ
れ
以
降

の
作
品
も
数
点
知
ら
れ
て
い
る
。
右
の
五
本
に
つ

い
て
は
、
筆
者
は
先
に

一
考
を
試
み
、
そ
の
転
写
系
統
を
想
定
し
た
越
、
そ
の
後
、

愛
知
県
本
謹
寺
所
蔵
の
新
出
本

(文
明
三
年
、

一
四
七

一
)
を
調
査
す
る
機
会
を

　
　

　

得
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
新
出
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
前
稿
で
行

っ
た
諸
本

の
図
様
比
較
に
つ
い
て
、
若
干

の
補
考
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
讃
寺
本
の
概
要

本
絵
巻
は

一
巻
の
み
の
端
本

で
あ
る
が
、

巻
頭
に

「高
野
大
師
行
状
図
画
第
十
」

ハ
ヨ

　

の
内
題
が
あ
り
、
十
巻
本
系
統
の
第
十
巻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
題
に
続
い

て
目
次
を
、
ま
た
各
段
の
は
じ
め
に
標
題
を
付
す
る
形
式
も
、
こ
の
系
統
の
諸
本

と

一
致
す
る
。
詞

・
絵
各
六
段
か
ら
な
り
、
欠
失
や
錯
簡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
巻

初
に
わ
ず
か
な
虫
損
が
あ
る
ほ
か
は
、
保
存
状
態
は
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
彩
色

も
当
初

の
趣
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

巻
末

に
、
次
の
奥
書
が
あ
る

(図
1
)
。

「夫
報
而
難
尽
者
、
大
師
高
恩
也
。
謝
而
難
極
者
、
高
祖

レ

レ

深
徳
也
。
然
而
愚
僧
且
仰
御
奇
瑞
之
貴
、
且
存
未
来
世
々

二

一

一

便
、
欲
令
模
写
此
記
。
未
得
遇
筆
者
之
処
、
今
夏
参
籠
作
州

一

レ

レ

ニ

一

レ

レ

一
.

一

二

院
庄
清
眼
寺
、
同
伴
甚
識
房
僅
有
之
。
貴
宿
縁
云
、
来
如
形

一

レ

一
.

一

レ

難
望
申
候
令
書
給
也
。
深
被
成
斜
酌
之
問
、
再
三
廻
秘
計
、

レ

レ

ニ

一

二

一

終
令
写
之
畢
。
貴
哉
、
拝
於

一
々
希
有
之
相
、
唯
此
其
時
也
。
頼
哉
、

レ

レ

レ

一
一

一

思
於
数
々
罪
障
之
滅
、
亦
是
爾
徳
也
焉
。
乃
至
十
界
之
群
類

レ

ニ

一

一
、

一

有
縁
無
縁
平
等
利
益
而
。
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文
明
三
年

叫
八
月

日

本
願
慈
願
上
人

小
田
原

願
主
上
蔵
院

文
字
図
画

一
筆生

年

甚
識
房
深
秀廿

八

(別
筆
)
為
円
月
清
雲
菩
提
也
」

こ
の
奥
書
は
絵
と
は
別
の
料
紙
に
書
か
れ

て
い
る
が

図
1

本
誰
寺
本

奥
書

、
紙
質
が
同
じ
で
あ
り
、

筆
跡
も
詞
書
と

一
致
す
る

こ
と
か
ら
、
制
作
時

の
も

の
と
見

て
問
題
は
な
い
。

た
だ
し
、
末
尾
の

一
行
は

明
ら
か
に
別
筆
で
あ
り
、

後
世
の
加
筆
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、

本
絵
巻
は

「此
記
」
す
な

わ
ち

「高
野
大
師
行
状
図

画
」
の
模
写
を
思
い
立

っ

た
僧
が
、
そ
の
筆
者
を
得

な

い
ま
ま
、

文

明
三
年

(
一
四
七

一
)

の
夏
、
美

作
国
院
庄

の
清
眼
寺
に
参

籠
し
、
そ
こ
で
出
会

っ
た
甚
識
房
に
書
写
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
院

庄
は
岡
山
県
津
山
市
内
の
地
名
で
あ
り
、
そ
の
名
は
後
鳥
羽
院
の
荘
園
に
由
来
す

る
と
伝
え
ら
れ
る
。
古
来
、
山
陽
と
山
陰
を
結
ぶ
交
通

・
軍
事
上
の
要
衝
の
地
と

さ
れ
、
現
在
は
中
国
縦
貫
自
動
車
道
の
院
庄
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
清
眼
寺
は
今
も
な
お
院
庄
に
現
存
す
る
真
言
宗
高
野
山
御
室
派
の
寺
院
で

　
な

　

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
絵
巻
の
制
作
を
発
願
し
た
僧
が
参
籠
し
た
と
し
て
も
別
に
不

思
議
な
所
で
は
な
い
。
詞
と
絵
を

一
人

で
写
し
た
と
い
う
甚
識
房
深
秀
に

つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
時
二
十
八
才
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
は
何
も
知
ら
れ
て
い

な
い
。

こ
の
ほ
か

「本
願
慈
願
上
人
」
と

「
小
田
原

願
主
上
蔵
院
」
の
名
が
見
え
る

が
、
前
者
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
後
者
の

「
小
田
原
」
は
、
現
在
、
高
野
山

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
な

っ
て
い
る
小
田
原
通

一
帯
を
含
む
小
出
原
谷
の
こ
と

　
ら

　

で
あ
り
、
「上
蔵
院
」
は
そ
こ
に
あ

っ
た
子
院
の

一
つ
で
あ
る
。
開
基
は
三
善
清

行
の
第
八
子
浄
蔵
で
あ
り
、
古
く
は
浄
蔵
院
と
称
し
た
と
い
う
。
中
世
以
降
、
伊

予
河
野
家
と
師
壇
関
係
を
結
ん
で
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
今
は
金
剛
三
昧
院

が
名
跡
を
持

つ
の
み
で
あ
る
。
奥
書
の
文
面
か
ら
は
、
こ
の
上
蔵
院
の
僧
某
が
文

中
の

「
愚
僧
」
に
当
た
る
人
物
、
す
な
わ
ち
本
絵
巻
の
発
願
者
で
あ
り
、
奥
書
の

起
草
者
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
奥
書
を
浄
書
し
た
の
は
、
筆
跡
か
ら

見
て
明
ら
か
に
甚
識
房
で
あ
る
。
な
お

「上
蔵
院
」
の
三
文
字
は
、

一
度
書
い
た

文
字
を
消
し
た
上
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前

の

「願
主
」

の
二
文
字
と
墨
色

が
同
じ
で
あ
り
、
筆
跡
も
同

一
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
は
制
作
時
に
お
け
る
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書
き
直
し
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
行
と
次
の

「文
字
図
画

一
筆
」
の
問
に
は

不
自
然
な
紙
継
が
あ
り
、
僧
名
等
が
切
除
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。

本
絵
巻
が
完
成
し
た
の
は
文
明
三
年

(
一
四
七

一
)

八
月

で
あ
り
、
文
中

の

「今
夏
」
を
四
月
と
仮
定
し
て
も
、
約
四
か
月
間
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
個
人
蔵
本
が

一
年
を
要
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
短
期
間
で
あ

　　
　

る
と
言
え
よ
う
。
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
制
作
事
情
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
前

稿

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
十
巻
本
系
統
の
作
品
に
は
高
野
山
と
関
係
す
る
も
の
が

多
く
、
本
絵
巻
も
ま
た
そ
の

一
例
と
な
る
点

が
特
に
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

次
に
、
第
六
段

の
画
中
、
奥
の
院

へ
至
る
道
の
両
脇
に
立

て
ら
れ
た
卒
塔
婆
の

中
の
三
本
に
、
左
記

の
書
き
入
れ
が
あ
る

(図
2

・
3
)
。

「為
実
善
拝
見
成
仏
也
」

「
十
界
群
類
有
縁
無
縁
平
等
利
益

文
明
三
年

卿
八
月
廿

一
日
」

「為
師
長
父
母
六
親
春
属
書
加
之

深
秀
敬
白
」

わ
ず
か
数

ミ
リ
程
の
小
さ
な
文
字

で
あ
る
た
め
に
、
詞
書
や
奥
書
と
は
筆
跡
が

図
2

・
3

本
謹
寺
本

画
中
書
き
入

れ

異
な
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
こ
れ
ら

は
甚
識
房
が
自
ら

の
願
い
を
画
中
の

卒
塔
婆
に
託
し
た

も
の
に
相
違
な
文

そ
の
気
の
利
い
た
表
現
と
と
も
に
、
絵
巻
制
作
に
寄
せ
る
筆
者
自
身
の
思
い
を
示

す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
卒
塔
婆
の
上
方
に
記
さ
れ
た
梵
字
は
、
五

輪
塔
東
方
発
心
門
の

「
キ
ャ
・
カ

・
ラ

・
バ

・
ア
」
と
同
西
方
発
心
門
の

「ケ
ン
・

　　
　

カ
ン

.
ラ
ン
・
バ
ン
・
ア
ン
」
の
よ
う
に
読
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
弘
法
大
師
伝
を
主
題
と
す
る
絵
巻
諸
本
に
は
、
素
人
的
な
稚
拙
な
表
現

の
も
の
が
多
い
が
、
本
絵
巻
は
本
格
的
な
大
和
絵
の
技
法

で
描
か
れ
て
お
り
、
そ

の
美
麗
な
画
面
は
類
品
の
中
で
は
群
を
抜
く
。
特

に
人
物
描
写
が
丁
寧
で
あ
り
、

天
皇
や
身
分
の
高
い
公
家
、
お
よ
び

一
部
の
僧
侶

の
顔
は
厚
く
白
塗
し
た
上
か
ら

描
き
起

こ
し
を
行

っ
て
い
る
。
衣
服
も
繊
細
な
文
様
を
描
き
込
ん
だ
装
飾
的
な
も

の
が
多
く
、
衣
文
線

に
沿

っ
て
太
い
色
線
の
隈
を
入
れ
る
表
現
も
多
用
さ
れ
て
い

る
。
特
に
第
六
段

の
白
河
院
行
幸
の
場
面
で
は
、
供
奉
す
る
人
々
の
装
束
に
金
泥

で
細
や
か
な
文
様
を
描
く
ほ
か
、
絵
巻
に
は
珍
し
く
金
の
破
箔
を
張
り
付
け
た
例

が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
美
々
し
い
出
で
立
ち
は
、
「金
玉
を
ち
り
ば
め
、

馬
鞍
を
か
ざ
り
、
錦
繍
を
た
ち

て
衣
杉
を
と
＼
の
ふ
」
と
い
う
詞
書
の

一
節
を
意

識
し
た
表
現
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
風
景
は
概
し
て
穏
や
か
で
あ

り
、
山
や
土
披
の
輪
郭
線
に
は
抑
揚
の
あ
る
墨
線
が
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、
漢
画

的
な
墨
嫉
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
緑
青
の
濃
淡

で
立
体
感
を
表
し
て
い
る
。
樹
木

に

つ
い
て
は
、
主
幹
を
露
に
し
、
そ
の
周
囲
に
緑
青
を
塗
る
表
現
が
特
徴
的
で
あ
る
。

先
述

の
如
く
、
本
絵
巻
に
は
文
明
三
年

(
一
四
七

一
)
の
年
記
が
あ
り
、
室
町
中

期
の
大
和
絵

の
基
準
作
品
と
し
て
も
重
要
な
作
例
と
言
え
よ
う
。
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二

諸
本
と
の
比
較

前
稿
で
は
、
白
鶴
美
術
館
本
以
下
五
本
の

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
図
様
を

比
較
検
討
し
、
そ
の
転
写
系
統
に
つ
い
て

一
案
を
提
出
し
た
が

(図
4
参
照
)
、

こ
こ
で
は
、
本
謹
寺
本
を
加
え
た
六
本
の
第
十
巻
を
対
象
と
し
、
詞
書
と
図
様
の

両
面
か
ら
改
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
一
)
詞
書

宝
集
寺
本
は
片
仮
名
交
じ
り
の
漢
文
、
他

五
本
は
和
文
と
い
う
相
違
が
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
全
く
同
じ
で
あ
り
、

こ
の
六
本
が
十
巻
本
系
統
に
属
す
る

同
類
作
品

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
厳
密
に
校
合
す
れ
ば
、
字
句

の
異
同
、
脱
字
あ
る
い
は
脱
文
、
ま
た
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
の
異
同
な
ど
は
枚

挙
に
暇
な
い
ほ
ど
多
数
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
転
写
系
統
を
考
察
す
る
上
で
重
要

と
思
わ
れ
る
例
を
い
く

つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

①
白
鶴
美
術
館
本
の
第

一
段
は

「村
上
天
皇
御
宇
応
和
元
年
秋
九
月
」
で
始
ま

る
が
、
他
五
本
は
す
べ
て

「秋
」
の
字

を
脱
落
す
る
。
第
四
段
後
半
の
小
野

僧
正

へ
の
消
息
文
中
に
あ
る

コ

信
参
此
山
之
人
」

の

「
信
」
に
つ
い
て
も

同
様

で
あ
る
。

②
第

一
段
の

「勅
問
に
云
」
を
、
個
人
蔵
本
は

「勅
答
に
云
」
と
誤
写
す
る
。

③
第

一
段
の

「
如
何
。
寛
空
奏
し
給
て
し
ば
ら
く
十
号
あ
る
べ
し
」
を
、
大
蔵

寺
本
は
脱
落
す
る
。
お
そ
ら
く
は
、
転

写
の
際

に

一
行
分
を
書
き
落
と
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

④
第
四
段
に
お
い
て
、
白
鶴
美
術
館
本
が

「あ
ら
た
に
み
え
さ
せ
給
け
り
」
と

す
る
も
の
を
、
延
暦
寺
本
は

「
あ
ら
た
に
見
え
給
ふ
」
に
、
本
誼
寺
本
、
個

人
蔵
本
は

「
あ
ら
た
に
」
に
、
宝
集
寺
本
は

「新

二
」
と
す
る
。
延
暦
寺
本

の
異
同
は
文
意
に
は
大
差
な
い
が
、
他
三
本
は
文
末
を
欠
い
た
ま
ま
次
の
文

章

に
接
続
し
て
お
り
、
意
味
が
通
じ
な
い
。

⑤
第
六
段

の

「
煩
悩
即
菩
提
の
」
に
続
く
と
こ
ろ
で
、
白
鶴
美
術
館
本
が

「
こ

と
は
り
観
じ

つ
べ
し
」
と
す
る
も
の
を
、
個
人
蔵
本
と
大
蔵
寺
本
は

「
理
観

じ

つ
べ
し
」
と
漢
字
で
表
記
す
る
。
他
三
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
な
異
同
が

あ
り
、
延
暦
寺
本
は

「
観
成
し

つ
べ
し
」、
本
誰
寺
本
は

「観
じ

つ
べ
し
」、

宝
集
寺
本
は

「
観
可
知
」
と
す
る
。

⑥
白
鶴
美
術
館
本
が
平
仮
名
で
表
記
す
る
も
の
、
例
え
ば

「
こ
の
」
「
そ
の
」

「
か
の
」
「た
ち
ま
ち
」
「
た
ま
ふ
」
「
は
な
は
だ
し
」
「
と
こ
ろ
」
な
ど
を
、

他
五
本
は

「此
」
「其
」
「
彼
」
「忽
」
「
給
」
「甚
し
」
「所
」
な
ど
の
よ
う
に

漢
字

で
表
記
す
る
場
合
が
多
い
。

⑦
白
鶴
美
術
館
本
が
平
仮
名
で
表
記
す
る
も
の
を
、
⑥

の
例
と
は
別

に
、

一
本

だ
け
が
、
あ
る
い
は
二
、
三
本
が
漢
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
。

さ
て
、
右
の
異
同
を
前
稿

で
想
定
し
た
転
写
系
統
と
照
合
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

①
と
⑥
は
白
鶴
美
術
館
本

に
対
し
他
五
本
が
同
じ
異
同
を
も
つ
例

で
あ
り
、
本
謹

寺
本
が
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
延
暦
寺
本
以
下
の
四
本
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
す
る
。
系
統
図
上

で
は
、

こ
れ
ら
の
異
同
の
源
を
甲
本
に
帰
し
、
そ
の
下

に
本
謹
寺
本
を
置
く
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

一
方
、
②
は
個
人
蔵
本
、
③
は
大
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蔵
寺
本
だ
け
に
異
同
が
見
ら
れ
る
例

で
あ
り
、

こ
の
二
本
が
他
本
に
先
行
し
得
な

い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
⑦

の
例

の
う
ち

一
本
だ
け
に
異
同
が
生
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

し
か
し
、
前
稿
で
甲
本
の
下
に
位
置

づ
け
た
諸
本
に
は
、
い
ず
れ
も
直
接
的
な
転

写
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

右
の
異
同
は
想
定
案
に
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
⑦
の
例
の
う
ち
二
、

三
本
が
漢
字
表
記
と
な
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
組
合
せ
が

一
様
で
は
な
く
、

影
響
関
係
を
明
ら
か
に
し
難

い
が
、

こ
れ
も
個
々
に
異
同
が
生
じ
た
結
果
と
見
な

す
な
ら
ば
、

一
本
だ
け
の
場
合
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
④
は
本
謹
寺
本
、
個
人
蔵
本
、
宝
集
寺
本
が
同
じ
誤
写
を
継
承
し
て
い

る
例
で
あ
り
、
本
謹
寺
本
が
延
暦
寺
本
よ
り
も
こ
れ
ら
二
本
の
系
統
に
近

い
こ
と

を
示
唆
す
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
本
謹
寺
本
は
甲
本
と
宝
集
寺
本
を
結
ぶ

線
上
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近

い
傍
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
⑤

で
は

本
謹
寺
本
と
宝
集
寺
本
の
間

に
も
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
個
々

に
異
同
が
生
じ
た
結
果
と
考
え
る
な
ら
ば
、
前
稿
の
想
定
案
を
覆
す
も
の
と
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
⑤
に
つ
い
て
は
個
人
蔵
本
と
大
蔵
寺
本
の

一
致

が
注
目
さ
れ
る
が
、
個
人
蔵
本
第
十
巻
の
図
様
が
大
蔵
寺
本
の
系
統
か
ら
部
分
的

に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
既
に
前
稿
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
図
様
だ
け
で
な
く
、
詞
書
に
お
い
て
も
同
様
の
事
例
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。さ

て
、
以
上
①
～
⑦
の
例
は
、
い
ず
れ
も
前
稿
の
想
定
案
を
否
定
す
る
た
め
の

十
分
条
件
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
総
体
的
に
は
、
そ
の
妥
当
性
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
詞
書
の
異
同
か
ら
は
、
ひ
と
ま
ず
本
謹

寺
本
は
甲
本
と
宝
集
寺
本
の
間
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
近
い
傍
系
に
位
置
す
る
も
の

と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

(二
)
図
様

図
様
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
稿
で
指
摘
し
た
部
分
も
あ
る
が
、

こ
こ
で

　　
　

は

、

第

一
段

か

ら

順

に
見

直

し

て
い

く

こ
と

に

し

よ

う
。

①

第

一
段

「
住

吉

同

体

」

(
図

6
～

11
)
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図
4

十
巻
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
転
写
系
統
図

(案
)

白

鶴

美

術

館

本

(
=
一=

九
)

(甲
本
)

(丙
本
)

(乙
本
)
晶

騨

●
久
保
家
分
蔵
本
)

(
一
四

一
五

)

前
稿
で
想
定
し
た
転
写
系
統
図

(案
)
に
、

本
謹
寺
本
お
よ
び
丙
本
を
書
き
加
え
た
。

本

謹
寺

本

(
一
四
七

一
)

個

人

蔵

本

(
一
四
七
四
)

大

蔵

寺

本

・

(
一
四
九
〇
)

本
稿
の
検

討
結
果
に
基
き
、

宝
集
寺
本
i

(版
本
)

(
一
五
〇
六
)

(
一
五
九
六
)



応
和
元
年

(九
六

一
)
九
月
、
天
台
座
主
延
昌
と
東
寺
長
者
寛
空
が
同
時

に
参

内
し
、
弘
法
大
師
の
名
に
関
す
る
勅
問

に
答

え
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

十
巻
本
系
統

の
諸
作
品
の
中
で
現
存
最
古

の
図
様
を
伝
え
る
白
鶴
美
術
館
本
は
、

天
皇
を
御
簾

の
内
に
描
き
、
そ
の
御
前
に
延
昌
と
寛
空
、
簑
子
縁
の
上
に
束
帯
姿

の
公
卿
三
人
を
描
く

(図
6
)。
と
こ
ろ
が
、
他
の
五
本
は
天
皇
を
御
簾
の
前
に

出
し
、
さ
ら
に
大
蔵
寺
本

(図
10
)
以
外

の
四
本
は
天
皇
を
左
右
反
転
さ
せ
た
構

図
を
と
る
。
延
暦
寺
本
は
天
皇
と
延
昌
、
寛
空
の
間
を
板
敷
と
し
、
建
物
の
向
か
っ

て
右
側
面
に
も
御
簾
を
下
ろ
す

(図
7
)
。
同
様
の
表
現
は
本
謹
寺
本

(
図
9
)

と
宝
集
寺
本

(図
11
)
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
本
は
建
物
の
正
面
向
か

っ
て
左

側
に
も
御
簾
を
描

い
て
い
る
。
た
だ
し
宝
集
寺
本
は
写
し
崩
れ
が
顕
著
で
あ
り
、

御
簾
が
壁
の
よ
う
に
見
え
る
ほ
か
、
篭
了
縁

の
板
の
向
き
が
左
右
逆
に
な
り
、
そ

の
中
央
に
設
け
ら
れ
た
階
も
ま
る
で

一
枚
板

の
よ
う
で
あ

っ
て
意
味
を
な
し
て
い

な
い
。

一
方
、
個
人
蔵
本
は
概
ね
延
暦
寺
本

に
近
似
す
る
が
、
御
簾
の
有
無
や
室

内
の
畳
の
位
置
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る

(図

8
)
。
ま
た
、
個
人
蔵
本
の
図
様

は

全
体
的
に
省
略
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
前
稿
で
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
も

公
卿
が

一
人
減
少
し
て
い
る
。
逆
に
、
大
蔵
寺
本
は
人
物
を
増
加
さ
せ
る
傾
向
が

あ
り
、
簑
子
縁
の
左
側

に
公
卿
を

一
人
描
き
加
え
て
い
る
。
建
物

の
右
側
面
に
御

簾
を
描
く
点
は
延
暦
寺
本

に

一
致
す
る
が
、
正
面
に
も
巻
き
上
げ
た
御
簾
を
描
く

の
は
大
蔵
寺
本
だ
け
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第

一
段
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
延
暦
寺
本
↓
本
誰
寺

本
↓
宝
集
寺
本
と
い
う
流
れ
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

こ
の
想
定
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
作
時
期
と
も
矛
盾
し
な
い
。
た
だ
し
延
暦
寺
本
が
宝
集
寺
本

に
先
行
し
得

な
い
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、

こ
の
部
分
は
そ
の
祖
本
と
し
て
想
定

し
た
甲
本
に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
、
個
人
蔵
本
は
モ
チ
ー
フ
の

一
部

に
省
略
が
あ
る
が
、
右
の
流
れ
か
ら
派
生
し
た
傍
系
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
前
稿
で
の
想
定
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
蔵
寺
本
は
白
鶴

美
術
館
本
と
延
暦
寺
本
の
要
素
を
折
衷
し
、
さ
ら
に
独
自
の
モ
チ
ー
フ
を
追
加
し

た
よ
う
な
図
様
に
な

っ
て
い
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
と
の
共
通
点
で
あ
る
天
皇
の

向
き
を
、
甲
本
以
下
の
諸
本
に
対
す
る
独
自
の
改
変
と
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
前
稿
で
想
定
し
た
位
置
づ
け
に
特
に
問
題
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

②
第
二
段

「
幡
慶
夢
想
」
(図
12

・
13
)

寛
弘
年
中

(
一
〇
〇
四
-

一
二
)、
普
光
寺
の
僧
幡
慶
が
河
内
守
久
高

に
、
高

野
に
参
じ
大
師
を
拝
す
る
夢
を
見
た
こ
と
を
語
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

本
謹
寺
本
は
、
画
面
左
と
右
上
方
に
山
景
を
描
き
、
右
下
方
に
椅
子
に
座
る
大

師
と
地
に
座
る
幡
慶
を
描
く

(図
12
)。

こ
れ
は
詞
書

の

「
夢

の
う
ち
に
高
野

へ

参
ず
。

一
人

の
高
僧
椅
子
に
よ
り
て
坐
し
給

へ
り
。」
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

白
鶴
美
術
館
本
、
延
暦
寺
本
、
宝
集
寺
本
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
構
図
を
と
る
。

一
方
、
個
人
蔵
本

(図
13
)
と
大
蔵
寺
本
は
右
上
の
山
景
を
省
略
し
、
個
人
蔵
本

で
は
右
下
隅
に
岩
が
見
え
る
。
ま
た
、
先
の
四
本
は
二
人
を
大
師
の
右
後
方
か
ら

捉
え
、
大
師
が
座
る
椅
子
の
背
面
と
幡
慶
の
正
面
が
見
え
る
よ
う
に
描
い
て
い
る

の
に
対
し
、
後
の
二
本
は
逆

に
幡
慶
の
左
後
方
か
ら
捉
え
、
幡
慶

の
背
中
と
大
師

の
正
面
が
見
え
る
よ
う
に
描

い
て
い
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、

こ
の
段
の
図
様
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は
、
こ
の
よ
う
に
二
系
統

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
第
三
段

「遺
跡
影
向
」
(図
15

・
16
)

東
寺
の
僧
縁
実
が
讃
岐
国
善
通
寺

の
別
当
と
な

っ
て
下
向
し
、
そ
こ
で
大
師
の

御
筆
を
感
得
し
た
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

本
謹
寺
本
は
画
面
右
に
土
披
と
樹
木
、
そ
し
て
鳥
居
を
描
き
、
左
に
住
房
を
描

く

(図
15
)。
そ
の
住
房

の
中

に
、
巻
物
を
手
に
し
た
縁
実

の
立
ち
姿
が
あ
る
。

白
鶴
美
術
館
本
、
延
暦
寺
本
、
宝
集
寺
本
は
、
外
の
風
景
や
住
房

の
造
り
に
多
少

の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
本
誰
寺
本
に

一
致
す
る
。

一
方
、
個
人
蔵
本

(図

16
)
と
大
蔵
寺
本
は
、
風
景
と
鳥
居
は
本
謹
寺
本
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
縁
実

が
室
内
に
座

っ
て
い
る
点

に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
住
房
に
付
書
院
が
あ

る
こ
と
、
住
房
の
奥
に
も
別
の
建
物
が
見
え
、
そ
の
篶
子
縁
に
緑
の
葉
を
差
し
た

曲
物
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
、

こ
の
両
者
だ
け

に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
も
第
二
段

と
同
じ
よ
う
に
、
図
様
を
二
系
統
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
第
四
段

「
博
陸
参
詣
」
(図
17
)

関
白
藤
原
道
長
が
高
野
に
参
詣
し
、
廟
窟

の
前

で
大
師

の
姿
を
拝
し
た
と
い
う

事
蹟
を
表
す
。

白
鶴
美
術
館
本
は
、
奥
院
ま
で

一
歩
三
礼
し
て
進
ん
だ
と
い
う
道
長

の
姿
を
前

後

に

(画
面
上
で
は
左
右

に
)
二
度
繰
り
返
し
て
描
く
。
と
こ
ろ
が
、
延
暦
寺
本

は
二
人
の
道
長
を
廟
窟
の
前

に
並
列
し
て
描
く
た
あ
に
、
画
面
上

で
は
、
異
な
る

二
人

の
人
物
が
同
時
に
礼
拝
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
ま
た
、
白
鶴
美
術
館
本

は
廟
窟
を
石
造
ら
し
く
描
く
が
、
延
暦
寺
本
で
は
普
通
の
住
房
に
な

っ
て
い
る
。

右

の
二
点

に
お
い
て
、
本
謹
寺
本

(図
17
)
と
宝
集
寺
本
は
、
白
鶴
美
術
館
本
で

は
な
く
延
暦
寺
本

に
よ
り
強
く
相
似
す
る
。

一
方
、
従
者
に
つ
い
て
は
四
本
と
も

同
じ
構
成

で
あ
り
、

一
人

一
人
を
完
全
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
道
長
の
後
ろ
に
控
え
る
二
人
の
武
官
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
手
に
あ
る
弓

の
向
き
が
白
鶴
美
術
館
本
、
延
暦
寺
本

(図
18
)、
宝
集
寺
本

(
図
19
)
は
同
じ

で
あ
る
の
に
対
し
、
本
謹
寺
本
は
独
り
異
な
る
こ
と
に
気
付
く
。
し
た
が

っ
て
、

第

一
段
の
図
様
か
ら
は
本
謹
寺
本
↓
宝
集
寺
本
と
い
う
流
れ
を
想
定
し
た
が
、

こ

の
両
者
の
間
に
直
接
的
な
転
写
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

大
蔵
寺
本

の
人
物
の
数
は
右
の
四
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
二
人
の
道
長
の
う
ち

の

一
人
が
後
方

の
公
卿
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
点
と
、
廟
窟
が
堂
の
よ
う
な
建

物
に
な
る
点
に
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
個
人
蔵
本
で
は
人
物
が
半
減
し
、
束
帯
姿

は
礼
拝
す
る
道
長

一
人

の
み
と
な
る
が
、
廟
窟
の
表
現
は
大
蔵
寺
本
に
相
似
し
、

こ
れ
を
簡
略
化
し
た
よ
う
な
図
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
個
人
蔵
本
と
大
蔵
寺
本

に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
の
は
、
第
二
段
、
第
三
段
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ

　　
　

し
、
こ
れ
は
第
十
巻
に
の
み
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

⑤
第
五
段

「大
塔
修
造
」
(図
22
)

安
芸
国
の
国
守
平
清
盛
が
高
野

の
大
塔
を
修
理
し
た
時
、
大
師
が
示
現
し
た
と

い
う
事
蹟
を
表
す
。

画
面
左
端
に
大
塔
の
屋
根
を
描
き
、
そ
の
右
に
大
師
と
清
盛
、
そ
の
従
者
達
を

一115



配
す
る
構
成
は
、
六
本
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
従
者
の
数
は
白
鶴

美
術
館
本

で
は
六
人

で
あ
る
が
、
個
人
蔵
本

で
は
三
人

に
減
少
し
、
他
四
本
で
は

九
人
に
増
加
す
る
。
九
人
と
な
る
も
の
に

つ
い
て
は
、

一
人

一
人
を
完
全
に
対
応

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
右
端
の
三
人
の
武
士
が
持

つ
弓
の
向
き
に
注
目
す
る

と
、
延
暦
寺
本

(図
20
)
と
宝
集
寺
本

(図

21
)
が

一
致
す
る
の
に
対
し
、
本
誰

寺
本

(図
22
)
は
上
方

の
武
人
の
弓
が
左
右
反
転
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
第

四
段
の
例
と
考
え
併
せ
る
と
、
本
誰
寺
本
は
甲
本
と
宝
集
寺
本

の
間
と
い
う
よ
り

も
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
傍
系
に
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
大
蔵
寺
本
は
三
人
の
武
人
の
う
ち
中
央
の
武
人

の
弓
の
向
き
が
他
本

と
異
な
る
が
、

こ
れ
は
延
暦
寺
本
等
に
対
す

る
独
自
の
異
同
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

想
定
案
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
特
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑥
第
六
段

「高
野
山
臨
幸
」
(図
14
)

白
河
院
の
高
野
山
臨
幸
を
表
す
段
で
あ
る
。

白
鶴
美
術
館
本
は
画
面
上
を
右
か
ら
左

へ
進
む
行
列
と
僅
か
な
背
景
を
描
く
だ

け
の
簡
潔
な
構
成

で
あ
る
が
、
延
暦
寺
本
は
そ
の
前
に
川
の
流
れ
と
伽
藍
を
添
え
、

後
に
も
大
門
か
ら
奥
院

に
至
る
風
景
を
描
き
加
え
て
、
そ
こ
に
第
二
場
面
を
展
開

さ
せ
る
。
他
四
本
は
い
ず
れ
も
延
暦
寺
本
と
同
じ
構
成
を
と
り
、
特

に
本
澄
寺
本

と
宝
集
寺
本
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に

一
致
す
る
が
、
個
人
蔵
本
と
大
蔵
寺
本
は
人
物

に
も
風
景
に
も
か
な
り
の
異
同
が
認
め
ら
れ

る
。
な
お
、
白
河
院

の
乗
る
輿
を
担

ぐ
輿
丁
た
ち
は
、
白
鶴
美
術
館
本
と
延
暦
寺
本
で
は
白
衣
を
着
け
た
僧
体

で
あ
る

が
、
他
本

で
は
す

べ
て
俗
体
と
な
り
、
こ
の
点
で
は
延
暦
寺
本
が
白
鶴
美
術
館
本

の
図
様
を
最
も
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
て
、

こ
こ
で
は
相
似
性
の
強
い
延
暦
寺
本
、
本
謹
寺
本
、
宝
集
寺
本
の
図
様

に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
三
本
に
お
い
て
は
、
人
物
の

一
人

一
人
を
ほ
ぼ
完
全

に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
厳
密
に
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
出
入
が

認
め
ら
れ
る

(図
14

・
表
1
参
照
)。

A

延
暦
寺
本
と
本
誰
寺
本
に
あ

っ
て
、
宝
集
寺
本
に
な
い
も
の

二
例

B

延
暦
寺
本

に
あ

っ
て
、
本
謹
寺
本
と
宝
集
寺
本
に
な
い
も
の

五
例

C

延
暦
寺
本

に
な
く
、
本
誰
寺
本
と
宝
集
寺
本
に
あ
る
も
の

二
例

ま
ず
A
の
例
と
し
て
は
、
ア

・
第

一
場
面
で
白
河
院
の
輿
の
す
ぐ
前
を
行
く
騎

馬
人
物
の
従
者
の
う
ち
の

一
人

(表
1
の
A
)、
イ

・
第
二
場
面
で
大
門

の
内
側

(画
面

で
は
左
側
)
に
い
る
多
数
の
従
者
の
う
ち
の
二
人
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次

に
B
の
例
と
し
て
は
、

ア

・
第

一
場
面

で
輿

の
後
ろ
に
従

う

一
団

の
中

の

一
人

(表
1
の
B
)、
イ

・
行
列
の
先
頭
を
行
く
馬
の
後
ろ
の
従
者
、
ウ

・
第
二
場
面

で

大
門
の
前
に
控
え
る
輿
丁
た
ち
の
中

の

一
人
、

エ
・
奥
院

の
橋
を
渡

っ
た
所
に
い

る
僧
の
中
の

一
人
、
オ

・
瑞
垣

の
前
で
合
掌
す
る
僧
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
最
後
に

C
の
例
と
し
て
は
、

ア
・
第
二
場
面

の
白
河
院

の
上
方

に
描
か
れ
た
見
物
人
の

一

団
の
中
の

一
人

(表
1

の
C
)
、

イ

・
奥
院

へ
至
る
風
景

の
中

の
水
を
汲
む
僧

(図
5
)
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

A

・
B
の
例
は
、
延
暦
寺
本

に
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ

(そ
の
祖
型
は
甲
本
に
求

め
ら
れ
る
)
が
、
転
写
を
重
ね
る
問
に
少
し
ず

つ
抜
け
落
ち
て
行

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
A

・
B
を
見
比

べ
る
と
、
欠
落

の
少
な
い
本
謹
寺
本
の
方
が
、
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表
1

第
六
段
の
図
様
比
較

延 暦 寺 本本 謹 寺 本宝 集 寺 本

A

の

ア

B

の

ア

 

 

 

C

の

ア

 

図5本 謹寺本 第六段(部 分)

 

た
例
で
あ
り
、
こ
れ
も
こ
の
両
者

の
密
接
な
関
係
を
窺
わ
せ
る
。

す
る
な
ら
ば
、
甲
本
か
ら
乙
本
が
派
生
し
た
後

に
、

に
C
の
二

つ
の
モ
チ
ー
フ
を
備
え
た
も
の
、

の
祖
本
と
な
る
も
の

(仮
に
丙
本
と
称
す
る
)

そ
の
下

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
個
人
蔵
本
は
、

本
と
の
共
通
性
が
強
く
、

こ
れ
ら
二
本
の
図
様
と
は
大
き
く
異
な
る
。

結

語

宝
集
寺
本
よ
り
も
古
い
段
階
の
図
様
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
る
い
は
B
に
つ
い
て
は
、

延
暦
寺
本
が
独
自
の
モ
チ
ー
フ
を
添
加
し
た
可
能

性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
誰
寺

本
が
延
暦
寺
本
よ
り
も
宝
集
寺
本
に
近
い
位
置
に

あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
が
な
い
。

一
方
、
C
は
延

暦
寺
本

に
は
な
い
モ
チ
ー
フ
を
他
二
本
が
添
加
し

こ
の
点

に
注
目

本
誼
寺
本
と
宝
集
寺
本

の
側

す
な
わ
ち
こ
の
両
者
に
対
し
て
共
通

の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

先
述
の
ご
と
く
大
蔵
寺

本
稿
で
は
、
本
謹
寺
本
の
詞
書
と
図
様
を
諸
本
と
比
較
し
た
結
果
、
本
謹
寺
本

は
甲
本
と
宝
集
寺
本
の
問
か
ら
派
生
し
た
傍
系
に
位
置
づ
け
る
の
が
最
も
妥
当
で

あ
る
と
考
え
る
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
、
前
稿
で
推
定
し
た
十
巻
本

の
転
写
系
統
図

(案
)
に
お
い
て
は
、
文
明
三
年
と
い
う
制
作
時
期
を
考
慮
し
、
同
六
年
完
成

の

個
人
蔵
本
が
分
岐
す
る
前
に
、
本
謹
寺
本

の
分
岐
点
を
設
け
る
こ
と
と
し
た

(図
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4
参
照
)。
な
お
、
白
鶴
美
術
館
本
と
宝
集
寺

本
が
伝
え
る
筆
者
目
録
は
、
本
謹

寺
本
に
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
第
九
巻
ま

で
に
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の

存
否
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
何
れ
で
あ

っ
て
も
系
統
図
上

の

位
置
づ
け
に
は
影
響
は
及
ば
な
い
。

さ
て
、
本
謹
寺
本
は
、
第
十
巻
の
み
の
端
本
で
あ
る
が
、
種
々
の
点

で
注
目
す

べ
き
作
品
で
あ
る
。
ま
ず
、
十
巻
本
系
統
の
中
で
は
、
高
野
山
関
連
の
作
品
が

一

つ
増
え
た
こ
と
に
な
り
、
中
世

の
高
野
山
を
背
景
と
す
る
大
師
伝
絵
制
作
と
い
う

問
題

へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
る
。
ま
た
、
様
式
的
に
は
大
和
絵
の
伝
統
に
則

っ

た
優
品
で
あ
り
、
文
明
三
年

(
一
四
七

一
)

の
年
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
室
町
絵

巻
の
基
準
作
の

一
つ
と
も
成
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
、
論
ず
べ
き
問
題
は

多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
概
要

の
紹
介
と
十
巻
本
系
統

へ
の
位
置
付

け
を
も

っ
て
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

注1

拙
稿

「十
巻
本

『高
野
大
師
行
状

図
画
』

の
写
本

に

つ
い
て
1
延
暦
寺
本
を
中
心

に
ー
」

『
文
化
財
学
報
』
第
十

二
集
、
平

成
六
年
。

2

本
絵
巻

が
本
誰
寺

に
所
蔵

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
は

ご
く
最

近

の

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

ま
で
に
本
絵
巻

を
紹
介

し
た
も

の
に
は
、
次

の
二
点
が
あ

る
。
『
思
文

閣

古
書

資
料

目
録
』
第
百

二
十
号
、
思
文

閣
出
版

、
平
成
元
年
七
月
。

梅

津
次

郎
監

修

『
絵

巻
物

総

覧
」
角
川
書
店
、
平

成
七
年

三
月

刊
行
予
定

(
該
当
項

目

は
塩
出

の
担

当
、

平
成

六
年

三
月
脱
稿
)
。

な
お
、
本

誼
寺
本

に

つ
い
て
は
、
注
1
拙
稿
執
筆
時

に
既

に

そ
の
内

容
を

知
り
、
転
写
系
統

に
お
け

る
位
置
づ

け
に

つ
い
て
も

腹
案

が

で
き

て

い
た
が
、

第
十

巻

の
み

の
端
本

で
あ
る

こ
と
、
お

よ
び
実
査

が
ま
だ

で
あ

っ
た

こ
と
か

ら
、

敢

え

て
考

察

対

象
か
ら
除
外
し
た
も

の
で
あ

る
。

3

本
絵
巻

の
法
量
は
、
天
地
三

二

・
○

セ

ン
チ
、
全
長

一
三
五
七

・
九

セ

ン
チ
で
あ

る
。

4

『
全
国
寺
院
名
鑑
」

(全
国
寺
院
名
鑑
刊
行
会
発
行
、
昭
和
五
十
年
)

に
よ
る
。

5

『
紀
伊
続
風
土
記
」
第
五
輯
、
臨
川
書
店
、
平
成
二
年
復
刻

(
明
治
四
四
年

初
版

)
、

一
八
三
頁
。

6

個
人
蔵
本

の
制
作
期
間
は
、
第
十
巻

の
奥
書

に
よ
り
、

文
明

五
年

(
一
四
七

三

)

九

月
十

八
日
か
ら
同
六
年
九
月

二
十

一
日
ま

で
で
あ

っ
た

こ
と
が
知

ら
れ
る
。
注

1
拙

稿
、

十
七
頁
参

照
。

7

本
謹
寺
御

住
職

小
山
正
文
氏

の
御
教
示

に
よ
る
。

8

白
鶴
美
術
館
本

に

つ
い
て
は
、
梅
津
次
郎
編

『
弘
法
大
師
伝
絵

巻
』

(角

川
書

店
、

昭

和

五
十

八
年
)
参

照
。

同
書

に
は
、
宝
集
寺
本
第
十

巻
第

六
段

の
絵

も
収
録

さ

れ

て
い

る

(白
黒

写
真
)
。

ま
た
注
1
拙
稿

に
は
、
延
暦
寺
本

第
十
巻

第
四
段

、
同
第

六
段

の
全

図
、

お
よ
び
個
人
蔵
本

と
大
蔵
寺
本

の
第
十
巻
第

六
段

の
部
分

図

を
掲
載

し

た

(
白
黒

写
真
)
。

9

注

1
拙
稿
、

三
十

八
頁

参
照
。

(付

記
)

本
謹
寺
本

の
調
査

に
あ
た

っ
て
は
、
御
住
職
小
山

正
文

氏

の
御
高

配

に
あ
ず

か

り
ま
し

た
。

ま
た
、

そ
の
際
、
数

々

の
有
益
な
御
教
示
を
賜
わ
り

ま
し

た
。

末
筆

な

が
ら
記

し

て

謝
意
を
表

し
ま
す
。
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図7延 暦寺本 第一段

図9本 言登寺本 第一段

図11宝 集寺本 第一段

図13個 人蔵本 第二段

図6白 鶴美術館本 第一段

図8個 人蔵本 第一段

図10大 蔵 寺 本 第 一 段

図12本 言登寺本 第二段
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図
14

本
謹
寺
本

第
六
段

Bの イ

Cの ア

Cの イ

i20
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図16個 人蔵本 第三段 図15本 謹寺本 第三段

図
17

本
謹
寺

図

20

延

暦

寺

本

第

五

段

(部

u

図
19

宝
集
寺
本
第
四
段
(部
分
)

図
18

延
暦
寺
本
第
四
段
(部
分
)

本
讃
寺
本

第
五
段
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